
令和４年度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ― ト （ 秋草学園高等学校 ） 

目指す学校像 ｢礼節｣､｢勤勉｣､｢協調｣の精神を涵養し、｢愛され信頼される女性｣を育成する学校。 

 

重 点 目 標 

1. 挨拶の励行、道徳心の育成を通じ、建学の理念の具現化を図る。 

2. 学習の習慣化・授業の充実を通じ主体的な学びを身に付けさせ、進路希望の実現を図る。 

3. 生徒募集・広報活動に全員体制で取り組み、入学者を増やす。 

4. 教職員の意識改革・学校改革を推進し、よりよい秋草学園の創造を図る。 

 

学    校    自    己    評    価  学校関係者評価 

年    度    目    標 令和４年度  評  価 （ 3 月 31 日 現在  ）  実施日 令和５年３月４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

１ 挨拶は、本校の教育方針の一

つである「礼節の心」の育成に関

わるものであるが、日々の高校生

活において更に定着させる必要

がある。 

２ 時間を守る、清掃活動を通じ

て校内美化を徹底する、授業に集

中する等により、「勤勉の精神」

を更に高める。 

３ 日頃の各クラスでの活動、部

活動、学校行事、生徒会行事を通

じて、「協調」して行動すること

の大切さを身につけさせる。 

１ 様々な場面で心のこもった

挨拶ができているか。言葉だけ

で無く具現化できているか。 

２ ①チャイムと共に授業が開

始できているか。 

②校内の清掃がきちんと行われ

ているか。 

③授業規律は守られているか。 

３ 各クラスで生徒が協力して

日頃のホームルームの活動や行

事に取り組めているか。 

校長講話、担任の講話をはじめ日頃

の教育活動で礼節・勤勉・協調の精

神を常に念頭に置いた指導を行う。 

１ ①毎朝、教職員や生徒が校門に

立ち、心を込めた挨拶をする。 

②授業や集会などの始めと終わり

にしっかりとした挨拶をさせる。 

③伝統的な行事を通じて育成する。 

２ ①校舎内巡回担当が確認する。 

②各ホームルームで清掃指導を徹

底すると共に清掃箇所の監督教員

がしっかり指導する。 

③授業担当、担任が相互に意思疎通

をはかり、早期解決を図る。 

３ 部活動、各行事の指導で常に組

織を意識した指導を行う。  

１ ①教職員自らが率先垂範で挨拶がで

きているか。 

②教員が毎朝校門に立ち、生徒への挨拶

指導が実施できたか。生徒の学校生活で

の挨拶が定着したか。 

③伝統的な行事を通じて建学の理念を学

ばせる事ができたか。 

２ ＨＲ・授業でのチャイム着席が徹底 

できているか。 

３ 各箇所で清掃に熱心に取り組んでい

るか。廊下等にゴミが落ちていないか。 

 

１➀➁教員が進んで挨拶をすることが概ね

できている。大半の生徒は来校者や教職員

に対して挨拶する習慣が確立されている。 

 

➂伝統的な行事を通じ、礼節と感謝の気持

ちを学ぶとともに、その他の行事において

協調の精神を学ぶことができた。 

 

２ 概ねできている。 
 

３ 比較的熱心に清掃への取り組みがなさ

れているが、ペットボトル等のごみが溜ま

っている教室もある。絨毯の上など綿埃が

溜まりやすいところがある。 

B 

 

 

１➀➁目線を合わせた挨拶を行う。 

挨拶の実践と共にHR等を通じて、その意義

を生徒に理解させる。 

➂「建学の理念」と伝統行事を関連付けて

説明していくとさらに良い。日々のHR等を

通じて、その意義を生徒へ理解させる。 

 

２ 教員がチャイム前に教室へ入るよう

にする。生徒への言葉かけも行う。 
 

３ 生徒が自分たちで役割を自覚し、常日

頃より行動できるよう清掃指導を行う。 

週末にゴミの捨て忘れがないか確認を徹

底する。また、まずは教職員が落ちている

ゴミを拾う、共用部分のゴミを捨てる等の

意識が必要である。 

 ・様々なところで先生方と生徒がコミュニケーシ

ョンをとっている様子がうかがえる。生徒たちも

朝、校門にてよく挨拶をしてくれる。それらの点

より評価は A でも良いのではないか。 

 

・生徒たちが卒業までたどりつけるよう、支援を

お願いしたい。 

 

・転退学者がいるが、コロナ禍において生徒たち

も頑張って学校生活を送っている。 

 

・１の項目を熱心に行うと、４の働き方改革を実

行しにくくなる。負担過多にならないよう、教員

間での連携を行ってほしい。 

2 

１ 基礎学力の定着が十分でな

い生徒が少なくない現状があり

改善の必要がある。 

２ 新学習指導要領に基づく新

教育課程の開始に伴い、授業研

究、教材研究の充実が一層求めら

れている。観点別評価の円滑な実

施が求められている。 

３ 生徒の主体的な学びを促す

ためのＡＬ型授業の推進と教材

の検討・導入が必要である。 

 

 

１ ベネッセの基礎力診断テス

ト、スタディサポート等の結果

において基礎力が定着し学力が

向上しているか。 

２ 生徒の実態に合った学習指

導計画が立てられたか。各教科

で授業研究・教材研究が進めら

れたか。観点別評価が実施出来

たか。 

３ ＡＬ型授業の実践がなされ

ているか。そのための研修、教

材の準備がなされているか。 

１ 基礎力診断テストやスタディ

サポートの結果に基づいた教員の

研修会を実施し、その後の指導に活

用する。 

２ ①生徒による授業評価を活用

する。 

②研修会の実施により、教員の実践

力を高める。 

３ ①授業研究旬間、研修会等を通

して授業力を向上させる。 

②ICTの活用をはかる。 

 

１ ①過去からのデータの推移比較の結

果はどうか。 

②研修会は実施できたか。 

２ ①生徒の授業評価の結果はどうだっ

たか。 

②研修会は実施できたか。研修会をその

後の教育活動の充実に活用できたか。観

点別評価は円滑に進められたか。 

３ ①生徒による授業評価や教員間の授

業研究・教科会が活用できているか。 

②授業でのICTの活用が進んだか。 

 

１➀過去のデータとの比較を通じ、本校生徒

の学力推移を確認することができた。 

➁研修会も実施済みである。 

２➀生徒による授業評価アンケートを12月に

実施し、各担当で自分のアンケート結果を確

認した。 

➁授業研究旬間を実施、観点別評価は各教科

工夫を凝らしながら実施をした。 

３ ➀授業研究旬間にて実施し、報告書を提

出した。 

②ICTの活用は進んでいる。情報センター室に

よる電子黒板使用の研修会も実施した。 

B 

１➀➁研修会を通じ、客観的データによる

本校生徒の学力推移（経年比較）を行う。

それにより教科指導で強化すべき箇所を

把握、指導に生かす。 

 

２➀次年度も生徒による評価と、②教員間

による評価、研修を進めていく。他の先生

方の授業を参観することにより、新たな工

夫、学びの視点を得るようにしたい。次年

度は３➁にあるICT活用の面について研究

を深めていきたい。 

 ・ICT 技術面でもアップデートしていく必要があ

り、活用面でも大変な苦労があることが推察され

る。 

 

・電子黒板の使用により、授業展開が早くなると

いった点があるが、生徒の学習理解を深めるため

に授業の進行速度について各先生方による工夫を

お願いしたい。 

3 

１ 時機をとらえた中学校訪問・

塾訪問を行うとともにホームペ

ージやＳＮＳ等を活用した効果

的な学校紹介が求められている。 

２ オープンスクール・学校説明

会・入試相談会への参加者を増や

し、本校の認知度を上げる必要が

ある。 

３ 進路実績を向上させて中学

生・保護者及び中学校・塾関係者

の期待と信頼を高め、生徒募集の

増加を図る必要がある。 

 

１ 本校のホームページの閲覧

回数が増えたか。 

２ オープンスクールや学校説

明会に参加する中学生が増えた

か。 

３ ①四大合格実績が向上した

か、難関大学進学者が増加した

か。 

②看護医療系の進学希望が実

現したか 

１ ①動画を有効に活用する等ホ

ームページの工夫・改善をはかる。 

②生徒アンケートを活用する。 

２ 出前授業、上級学校訪問の積極

的に受け入れ等により中学校との

連携を強化する。 

３ ①進路の手引の活用や進路ガ

イダンスの充実を図る。進学に向け

た予備校講座、進学補講、スタディ

サプリ等の活用を推進する。          

②指定校枠の増加を図る。各大学と

密な連携を行う。 

③ セミナー、ガイダンス、講座等

を充実させる。 

１ ホームページの改善ができたか。閲

覧回数は増えているか。 

２ 本校受験の出願者が単願200人、併願

1,000人以上に、入学者が300人以上にな

ったか。 

３ ①国公立  3人、早慶上理 3人、

GMARCH 10人、成成国武明学12人、日東

駒専18人の合格者が出せたか。 

②就職決定率100％を達成できたか。 

③看護医療系進学希望を100％実現でき

たか。  

１「学校紹介」ページの閲覧回数が前年度より

54.2％増えた。 

２ 1学期から夏休みまでのイベントが核と

なり、出願が増えた。また単願誘導文書により

再来校者も増え、単願数216人にまでつながっ

た。併願者数は481人であった。 

３①MARCH以上レベル志願者減により目標

数達成に及ばなかった。 

②担当者の指導により順調に就職活動が行わ

れた。 

➂看護医療系進学希望者に対して面接対策、

小論文対策、学科対策が行われ、希望通りの進

学先に合格した。 

B 

１TikTokを導入し新SNS戦略をスタートし

た。内容、精度を高めたい。 

２ 誘導等により単願数は確保できた。併

願数を高める仕掛けが必要。また早い時期

のイベント、相談により参加者の全体数を

増やすことが必要。中学校、塾への効果的

なアプローチを検討したい。 

３  ①目標に向けて予備校講座や進学講

座、夏期冬期講座等の充実を図る。また英

検等の資格取得の必要性と入試での活用

について生徒に理解させる。1年次よりガ

イダンスを活用し、入試に対する意識づけ

を行う。③看護医療系に向けた面接、小論

文対策を引き続き行う。 

 ・生徒募集の結果は出ている。評価はAでも良い。 

・TikTokについて学校の明るい部分が表現されて

いる。さらに、やや控えめな女子中学生も本校に

関心が向くようなTikTokもあると良い（例えばお

花や着物などを取り入れるなど）。 

・3年間の成果について大学入試結果のみならず、

別の指標で示しても良い。 

・専門学校において将来の目的、目標を持つこと

のできない学生がいる。高校においてもそれらに

ついてご指導もお願いできるとありがたい。 

４ 

１ 大学入試改革、新学習指導要

領の実施に対応した教員の研修

が必要である。 

２ 授業力向上、危機管理対応等

の研修の充実が必要な状況であ

る。 

３ 働き方改革に対応した業務

の見直し、改善が喫緊の課題とな

っている。 

 

１ 校内外での研修に教員が参

加しているか。研修の成果が教

育活動に反映されているか。 

２ 学校運営や教育力を高める

ための研修が実施されている

か。必要な情報が共有されてい

るか。 

３ 各分掌で業務の見直し、改

善への取組が行われているか。

教職員の在校時間の縮減がはか

れたか。 

 

１ 校内研修を実施すると共に校

外の研修参加を奨励する。教職員一

人一人が学校改革に向けて主体的

に取り組む姿勢を醸成する。 

２ 情報共有を図ると共に、分掌・

学年・個人からの学校改革について

の意見を積極的に取り入れる。関係

分掌を中心に研修会を実施する。 

３ 各分掌・学年で担当業務を見直

し、不要なものを洗い出し改善を進

め業務を効率的に行う。 

1 ①大学入試改革、新学習指導要領への

理解が進み、取組が円滑に進んでいるか。 

2 ①部長や主任がそれぞれの関係する

事案を把握しており、管理職と必要な連

携がとれているか。 

②各教職員が、組織の一員として職務上

の役割を主体的に果たしているか。 

３ 各分掌・学年での業務の見直し、不

要業務の洗い出しが行われたか。教職員

の在校時間の縮減が行われたか。 

１➀令和7年度入試（2025年度入試）について

は、共通テストの「情報」対策が必要である。

国公立文系受験者の科目負担増、入試の複雑

化が懸念される。 

➀新学習指導要領への理解は進み、教員主導

による授業から考えさせる授業、発表等の取

り組みなどが進んできた。 

２➀部長、科長、主任が事案について共通理解

を概ね図ることができている。管理職との連

携も図ることができている。 

３業務に関しては時間内での処理を心がけて

いる。作業はすべて勤務時間内である。 

B 

 

１①共通テスト「情報」の研修会に積極的

に参加し情報共有をする。 

①考えさせる授業と生徒の学力を客観的

に測り、それを指導に生かすことが新学習

指導要領で求めている点である。次年度も

この点への理解を深めるとともに、授業展

開の工夫をさらに進めていくことのでき

るよう、研修会の実施、参加を促す。 

２共通理解と管理職との連携、部長会の連

携も必要である。 

３業務については、量・役割ともに適切な

配分とフォローを進めていく。 

 ・働き方改革について、担任の先生だけに負担が

かからないように、副担任や学年主任、その他の

先生といった形でフォローがされていくようにす

る必要がある。 

 

達 

成 

度 

Ａ   ほぼ達成  （８割以上） 

Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

Ｄ   不 十 分  （４割未満） 

 

 

学校関係者  

事務局（教職員） 

４人 

４人 

 


